
 

 

第５次 

富士宮市地球温暖化対策実行計画 

（事務事業編） 

 

令和５年度結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年1１月 

 

富士宮市 環境企画課 環境エネルギー室 

 

  



1 

１ 計画の概要 

（１）計画期間 

 

 

本計画の期間は、２０２０（令和２）年度から２０３０（令和１２）年度までの１１年

間としています。本計画の策定に当たっては、基準年度を２０１３（平成２５）年度とし

て削減目標等を定めます。 

なお、社会情勢の変化、法改正等により、必要に応じ見直しを行います。 

 

（２）温室効果ガス排出削減目標 

 

 

 

 

分野別排出量の削減目標を、次のとおり設定します。       （単位：ｔ－ＣＯ₂） 

 

排出起源 
基準年度実績 

２０１３(平成２５)年度 
２０３０（令和１２）年度目標 

電気の使用 １６，４４５ 

電力使用量の削減及び新エネルギー

等の導入により、温室効果ガス排出量

を基準年度比で約１６％削減します。 

 １３，９００ 

燃

料

の

使

用 

都市ガス 

３，２４８ 

燃料使用量の削減及び新エネルギー

等の導入により、温室効果ガス排出量

を基準年度比で約３％削減します。 

３，１５０ 

ＬＰガス 

Ａ重油 

灯油 

ガソリン・軽油 

(公用車燃料除く) 

公用車燃料 ４２６ 

公用車使用による燃料（ガソリン及び

軽油）使用量の削減により、二酸化炭

素排出量を基準年度比で約１６％削

減します。 

    ３６０ 

プラスチックごみの燃焼 ２４，５３４ 

プラスチックごみの焼却量の削減によ

り、二酸化炭素排出量を基準年度比

で約７０％削減します。 

 ７，８００ 

その他 

・自動車（エアコン、走行） 

・下水、し尿の処理 

１，９７３ 

（平成２５年度値が 

不明のため、平成２６年

度実績値を使用） 

可能な限り削減に努めますが、数値目

標は定めません。 
１，９７３ 

実行計画の期間：２０２０（令和２）年度～２０３０（令和１２）年度 

削減目標：２０３０（令和１２）年度までに２０１３（平成２５）年度比で４１．７％

削減する 
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（３）計画の対象物質 

本計画では、温対法第２条第３項が対象としている下記の７種類の温室効果ガスを対象 

とします。 

 

２ 温室効果ガス排出状況 

（１）種類別の温室効果ガス排出量  

                               （単位：ｔ－ＣＯ₂） 

年度 

温室効果ガス 
の種類 

令和４年度 令和５年度 前年度比 

二酸化炭素（CO２） ２９，２５０ ２６，７８９ ８．４％削減 

メタン（CH４) ３８１ ４２５ １１．５％増加 

一酸化二窒素(N２O) １，１４６ １，００４ １２．４％削減 

ハイドロフルオロカーボン類
（HFCs） 

４ ３ ２５．０％削減 

パーフルオロカーボン（PFCs） － － － 

六ふっ化硫黄（SF６） － － － 

三ふっ化窒素（NF３） － － － 

合 計 ３０，７８１ ２８，２２２ ８．３％削減 

※小数点以下を端数処理（四捨五入）しているため、合計と一致しない場合があります。 

名称 概 要 
地球温暖化係数

（温室効果） 

二酸化炭素 

（CO２） 

主に石油や石炭などの化石燃料の燃焼により排出されます。エ

ネルギー消費を伴う日々の生活と密接に関係しています。 
１ 

メタン（CH４) 
水田や家畜の腸内、廃棄物最終処分場における有機物の嫌

気性発酵等において発生します。 
２８ 

一酸化二窒素 

(N２O) 

化石燃料や一般廃棄物の燃焼、農用地の土壌や家畜排泄

物等から発生します。 
２６５ 

ハイドロフルオロ 

カーボン類（HFCs） 

冷凍機器、空調機器の冷媒や断熱材等の発泡剤等に使用し

ます。オゾン層を破壊しませんが、強い温室効果があります。 

４～１２，４００ 

【1,300(HFC-134a)】 

パーフルオロ 

カーボン（PFCs） 

主に半導体の製造工程等において使用されます。強い温室効

果があります。 
― 

六ふっ化硫黄 

（SF６） 

主に電気絶縁ガスや半導体製造工程等において使用されま

す。強い温室効果があります。 
― 

三ふっ化窒素 

（NF３） 

半導体製造でのドライエッチングやこれらの製造装置のクリーニン

グに使用。 
― 
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（２）温室効果ガス排出量とその推移                   （単位：ｔ－ＣＯ₂） 

※小数点以下を端数処理（四捨五入）しているため、合計と一致しない場合があります。 

電気の使用については、主に新型コロナウイルス感染症対策による行動制限が解除され、

各施設の利用が増加したことや、夏季の猛暑に伴うエアコンの使用が増加したことにより、

前年度より排出量が増加しました。 

燃料の使用については、設備の更新や稼働方法の見直し等により A 重油や灯油の使用量が

減少したこと、さらに都市ガスや灯油の排出係数※１が下がったことから、前年度と比較して

排出量が減少しました。 

公用車燃料については、新型コロナウイルス感染症対策による行動制限が解除され外出が

増えたことや災害派遣の影響で公用車の利用が増えたため前年度より排出量が増加しました。 

プラスチックごみの燃焼については、清掃センターにおけるプラスチックごみの焼却量が

減少したため、前年度より排出量が減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１電気や熱など、エネルギーを生産・利用した際の温室効果ガス排出量を算定するための係数 

             年度 

排出起源 

平成２５年度 

（基準年度） 
令和４年度 令和５年度 基準年度比 前年度比 

令和１２年度 

（目標値） 

電気の使用 １６，４４５ １３，８０５ １４，０７２ －１４．４％ １．９％ １３，９００  

燃
料
の
使
用 

都市ガス 

３，２４８ ２，５４７ ２，２０７ －３２．１％ －１３．３％ ３，１５０  

LP ガス 

A 重油 

灯油 

ガソリン・軽油 
（公用車燃料除く） 

公用車燃料 ４２６ ３６３ ３７７ －１１．５％  ３．９％ ３６０   

プラスチックごみの燃焼 ２４，５３４  １３，１４０ １０，６６０ －５６．５％ －１８．９％ ７，８００  

その他 
・自動車（エアコン） 
・下水、し尿の処理 

１，９７３  ９２６ ９０６ －５４．１％ －２．１％ １，９７３  

合 計 ４６，６２６  ３０，７８１ ２８，２２２ －３９．５％ －８．３％ ２７，１８３  
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（３）主要施設別の温室効果ガス排出量               （単位：ｔ－ＣＯ₂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ｔ－ＣＯ₂） 

施設名 
二酸化炭素 

（CO２） 

メタン 

（CH４) 

一酸化二窒素 

(N２O) 
合 計 

清掃センター １２，７１３ 1 ５２６ １３，２４０ 

市立病院 ２，８９８  - - ２，８９８ 

星山浄化センター １，０４１ ２３７ ４０７ １，６８５ 

小学校２３校 ８９０ - - ８９０ 

市役所 ８６６ - - ８６６ 

衛生プラント ７５３ ５０ １１ ８１４ 

中学校１３校 ７６０ - - ７６０ 

学校給食センター ６５８ - - ６５８ 

総合福祉会館 ４３１ - - ４３１ 

     合 計 ２１，０１０ ２８８ ９４４ ２２，２４２ 

※市の事務事業全体で排出された温室効果ガスは、国の法律に従い、CO₂の排出量に換算し、表記しています。 

 

上図は施設別の温室効果ガスの排出量について、温室効果ガス別に示した図と表になり

ます。 

二酸化炭素については、プラスチックごみの燃焼からの排出量が多いことから、清掃セ

ンターが最も多く、次いで市立病院、星山浄化センターからの排出の順となっています。   

メタンについては、星山浄化センターの下水処理からの排出が最も多く、次いで衛生プ

ラントからの排出となっています。 

一酸化二窒素については、清掃センターのプラスチックごみの燃焼からの排出が最も多

く、次いで、星山浄化センターの下水処理からの排出の順となっています。 
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３ 令和５年度取組結果 

 （１）省エネ設備の導入 

施設名称 導入設備 

芝川会館 LED 照明 

富士宮聖苑 LED 照明、給湯設備の更新 

療育支援センター LED 照明 

長生園 LED 照明 

保健センター LED 照明 

大和倉庫 LED 照明 

椿沢水源 LED 照明 

万野配水池 LED 照明 

星山浄化センター LED 照明 

市立病院 LED 照明 

中央消防署 LED 照明 

富士宮第一中学校 LED 照明 

西公民館 空調設備の更新 

南部公民館 空調設備の更新 

埋蔵文化財センター LED 照明 

西富士図書館 LED 照明 

 

 （２）公用車の利用状況 

 車 台数 

プラグインハイブリッド車（PHV） ２台 

電気自動車（EV） ４台 


